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イ
ン
フ
レ
ー
シ
a
ソ
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
否
み
を
除
去
す
る
た
め
に
、
新
し
い
会
計
諸
手
続
を
採
用
す
る
こ
と
の
当
否
は
、
会
計
学
上
必
ず
し
も
解
決
済
み
の
問
題
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日
、
こ
れ
ら
諸
手
続
の
各
種
の
形
態
に
お
け
る
採
用
・
実
施
と
い
う
現
実
の
前
に
、
そ
の
圧
倒
的
な
弁
護
論
（
諸
種
の
価
格
水
準
調
整
論
）
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
は
、
否
め
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
右
の
一
連
の
価
格
水
準
調
整
弁
護
論
は
、
果
し
て
、
企
業
の
会
計
計
算
の
正
確
さ
を
増
大
し
、
い
わ
ゆ
る
各
種
利
害
関
係
の
調
盤
と
い
う
そ
れ
が
社
会
的
機
能
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
稿
ほ
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
究
朋
す
る
―
つ
の
手
珈
か
り
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ー
本
問
題
に
関
す
る
代
表
的
な
反
対
幽
の
一
つ
で
あ
る
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
は
し
が
き
ウ
ィ
ル
n
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
資
料
i
紹
介
ウ
ィ
ル
n
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
D
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c
;
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9
5
0
)
 ②
 
グ
リ
ア
両
氏
の
論
稿
(E.B.
W
i
l
c
o
x
 a
n
d
 H.C. Greer, T
h
e
 C
a
s
e
 
A
g
i
n
s
t
 
Price,Level A
d
j
u
s
t
m
e
n
t
 
in 
I
n
c
o
m
e
 D
e
t
e
r
m
i
n
a
,
 
tion, 
T
h
e
 Journal of A
c
c
o
u
n
t
a
n
c
y
,
 Vol. 90, 
p
p
.
 492~504, 
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
論
稿
五
0
年
九
月
号
に
発
表
さ
れ
、
A
.
I
.
A
の
企
業
利
益
研
究
会
の
討
議
集
会
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
プ
・
ア
カ
ウ
ソ
ク
ソ
ツ
ィ
誌
の
一
九
五
0
年
十
二
月
号
に
再
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
稿
の
重
要
性
は
、
右
の
企
業
利
益
研
究
会
の
若
子
の
委
員
等
(G.B.
B
l
o
u
g
h
`
W
.
W
.
 W
e
r
n
t
z
等
）
が
の
ち
に
そ
の
反
対
論
の
③
 
展
開
に
際
し
て
こ
れ
に
ふ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
研
究
会
の
顧
問
G
.
o
.
メ
イ
が
右
の
討
議
集
会
に
お
い
て
早
速
こ
れ
に
対
す
る
反
論
の
メ
モ
を
提
出
し
て
、
こ
の
メ
モ
が
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
プ
・
ア
カ
ウ
ン
ク
ン
シ
ィ
誌
に
右
は
当
初
イ
リ
ノ
イ
・
サ
ー
テ
ィ
フ
ァ
イ
ド
・
ア
カ
ウ
ン
ク
ン
ト
誌
の
一
九
（
酒
井
）
酒
井 六六
文
雄
ル91
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
立
場
と
い
う
四
点
に
要
約
し
て
、
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
（
酒
井
）
買
力
単
位
理
論
の
限
界
と
欠
陥
。
山
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
の
基
本
的
以
下
、
小
稲
で
は
こ
の
内
容
を
、
田
企
業
利
益
概
念
の
純
化
と
経
済
学
山
の
論
稿
と
拉
ん
で
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
う
か
が
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
両
氏
は
、
彼
等
の
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
を
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
彼
等
は
ま
ず
、
彼
等
の
立
論
の
基
礎
に
、
山
贅
本
主
義
経
済
体
制
下
の
多
様
な
性
格
の
個
別
企
業
に
広
く
適
用
し
う
る
企
業
利
益
。
図
現
在
な
ら
び
に
合
理
的
に
予
見
し
う
る
将
来
に
お
け
る
す
べ
て
の
利
害
関
係
者
の
多
く
の
諸
目
的
に
合
致
す
る
機
瀧
的
で
実
用
的
な
企
業
利
益
と
い
う
、
二
つ
の
基
本
的
な
ば
2
仮
定
を
設
定
す
る
。
彼
等
は
つ
い
で
、
現
行
の
多
様
な
価
格
水
準
調
整
弁
膜
論
を
、
山
取
替
資
金
理
論
(
r
e
p
l
a
c
e
m
e
n
t
,
f
u
n
d
t
h
e
o
r
y
)
、
図
経
済
学
的
利
益
理
論
(
e
c
o
n
o
m
i
c
-
i
n
c
o
m
e
t
h
e
o
r
y
)
、
図
i購
買
力
単
位
理
論
(
p
u
r
c
h
a
s
i
n
g
,
p
o
w
e
r
,
u
n
i
t
t
h
e
o
r
y
)
と
い
う
三
つ
の
系
統
に
分
け
、
こ
れ
ら
を
逐
次
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
す
べ
て
が
便
益
よ
り
も
遥
か
に
害
悪
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
会
計
計
算
に
お
け
る
恣
意
性
の
排
除
と
客
観
性
の
要
請
と
い
う
彼
等
の
根
本
主
張
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
的
利
益
理
論
の
錯
覚
。
図
取
替
資
金
理
論
に
お
け
る
誤
謬
と
混
乱
。
閻
購
Il 
六
七
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
他
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
価
格
水
準
調
整
会
計
に
関
す
る
反
対
論
が
み
ら
れ
る
。
T•H. 
Sanders, 
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n
d
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Price 
Levels, 
H
a
r
v
a
r
d
 B
u
s
i
n
e
s
s
 R
e
v
i
e
w
,
 M
a
y
`
1
9
4
9
.
 
(
山
辺
六
郎
「
固
定
資
産
再
評
価
問
題
を
め
ぐ
る
最
近
ア
メ
リ
カ
会
計
学
界
の
動
向
（
そ
の
二
）
」
、
産
業
経
理
、
昭
和
二
五
年
一
二
月
号
、
参
照
）
。
S.S. 
A
l
e
x
a
n
d
e
r
,
 I
n
c
o
m
e
 M
e
a
s
u
r
e
m
e
n
t
 in a
 D
y
n
a
m
i
c
 
E
c
o
n
o
m
y
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S
t
u
d
y
 
G
r
o
u
p
 o
n
 B
u
s
i
n
e
s
s
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n
c
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m
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 of A
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 I. 
A., 
F
i
v
e
 M
o
n
o
g
r
a
p
h
s
 o
n
 B
u
s
i
n
e
s
s
 I
n
c
o
m
e
,
 July, 
1950. 
（
高
橋
芳
蔵
「
『
物
価
変
動
と
会
計
』
に
関
す
る
最
近
の
論
争
」
、
企
業
会
計
、
昭
和
一
―
―
―
一
年
一
月
号
、
参
照
）
。
W
.
W
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o
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b
e
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cial 
S
t
a
t
e
m
e
n
t
s
,
 T
h
e
 Illinois 
Certified 
P
u
b
l
i
c
 
A
c
-
countant, Sept., 
1950. 
Dissents b
y
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A
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h
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 C
o
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p
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 of B
u
s
i
n
e
s
s
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n
c
o
m
e
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 1952, 
pp. 
1101112, 1121117•1171118, 
1221123, 
p. 
123, 
pp. 
1241128, 
1301133, 
1331135. 
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•
.
1
.
J
~
i
訳
「
人
工
幸
木
翫
5
得
の
研
究
」
、
昭
和
一
―
―
―
年
、
中
央
経
済
社
刊
、
一
七
九
ー
一
八
二
、
一
八
ニ
ー
一
八
九
、
一
八
九
ー
一
九
一
、
一
九
七
、
一
九
八
、
二
0
0ー
ニ
0
四
、
二
0
七
ー
ニ
ー
ニ
、
ニ
―
ニ
ー
ニ
―
五
頁
）
。
A.C. Littleton, 
Significance of Invested 
Cost, 
T
h
e
 
ム92
(2) 
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 R
e
v
i
e
w
.
 April, 1952. 
(
黒
沢
清
「
投
下
原
価
説
の
批
判
を
め
ぐ
っ
て
」
、
産
業
経
理
、
昭
和
二
八
年
二
月
号
、
高
松
和
男
「
二
つ
の
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ョ
ン
会
計
論
」
、
企
業
会
計
、
昭
和
二
八
年
十
一
月
号
、
高
橋
芳
蔵
「
ペ
イ
ト
ン
『
統
一
ド
ル
会
計
報
告
』
批
判
」
、
福
島
大
学
商
学
論
集
、
昭
和
三
一
年
九
月
号
、
参
照
）
。
A
.
C
.
 
Littleton, 
S
t
r
u
c
t
u
r
e
 
of 
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 
T
h
e
o
r
y
,
 
1953, pp, 2091232. 
(+^
g
t
硲
氏
即
叩
い
「
ム
H
卦
m
呻
守
識
の
紬
E
浩
1
」
、
昭
H
和――
0
年
、
東
洋
経
済
刊
、
一
―
10九
ー
三
四
一
―
-g。
R.C•Dein. 
Price,Level A
d
j
u
s
t
m
e
n
t
s
:
 
F
e
t
i
s
h
 in 
A
c
,
 
counting, T
h
e
 A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 R
e
v
i
e
w
,
 Jan. 
1955. 
(
高
橋
芳
蔵
「
ペ
イ
ト
ン
『
統
一
ド
ル
会
計
報
告
』
批
判
」
、
福
島
大
学
商
学
論
集
、
昭
和
三
一
年
九
月
号
、
高
橋
芳
蔵
、
前
掲
稿
参
照
）
。
R.C. 
Dein, 
R
e
j
o
i
n
d
e
r
 
to 
P
r
o
f
e
s
s
o
r
 
H
u
s
b
a
n
d
 
T
h
e
 
A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 
R
e
v
i
e
w
,
 
Jan., 
1956. 
(
高
橋
芳
蔵
、
前
々
掲
稿
、
参
照
）
。
E
.
B
•
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
は
、
一
九
三
八
ー
―
―
―
九
年
に
は
イ
リ
ノ
イ
州
公
認
会
計
士
協
会
の
会
長
を
、
一
九
四
六
ー
四
七
年
に
は
A
.
I
.
A
の
会
長
を
務
め
た
人
で
あ
り
、
H
.
C
・
グ
リ
ア
は
か
つ
て
は
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
な
ら
び
に
シ
カ
ゴ
大
学
の
会
計
学
教
授
で
A
.
A
.
A
の
会
長
と
し
て
会
計
原
則
の
形
成
に
功
献
し
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
人
は
と
も
に
ア
メ
リ
カ
会
計
界
の
長
老
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
A
.
I
.
A
の
前
掲
「
企
業
所
得
の
研
究
」
（
一
九
五
二
年
）
を
み
る
と
、
ウ
ィ
ル
n
ッ
ク
ス
は
一
貫
し
て
価
格
水
準
調
整
会
計
に
対
す
る
鋭
い
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
グ
リ
ア
は
多
少
そ
の
表
現
を
緩
和
し
て
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
に
よ
れ
ば
、
価
格
水
準
調
整
論
を
弁
護
す
る
若
干
の
論
者
達
は
、
会
計
上
の
利
益
と
区
別
さ
れ
る
「
真
の
利
益
」
(real 
i
n
c
o
m
e
)
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
悪
し
き
言
葉
の
詮
索
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
"
r
e
a
l
`
＂
と
か
"
realistic "
と
い
う
言
葉
は
感
俯
的
に
説
示
さ
れ
た
不
穏
当
な
言
葉
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
目
的
と
い
う
の
は
使
用
者
の
望
む
特
定
の
感
動
を
呼
び
起
す
以
外
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
必
定
、
他
の
す
べ
て
の
利
益
が
非
真
実
で
疑
問
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
結
果
と
な
り
、
一
個
の
人
為
的
な
概
念
で
あ
る
利
益
を
そ
の
性
陥
論
か
ら
抽
出
し
て
、
真
の
論
争
点
を
避
け
ー
~. 
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
と
い
う
。
彼
等
に
あ
っ
て
は
、
会
計
上
の
利
益
と
②
 
ほ
「
資
本
主
に
よ
る
資
本
へ
の
寄
与
」
と
区
別
さ
れ
た
「
営
業
活
動
や
そ
③
 
の
他
の
源
泉
か
ら
の
資
本
の
増
大
」
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
は
、
何
処
か
神
（
酒
井
）
(5) 
い
る
ご
と
く
で
あ
る
（
前
掲
、
C
h
a
n
g
i
n
g
C
o
n
c
e
p
t
s
 of B
u
s
i
n
e
s
s
 
Income•1952, 
pp. 
1201122, 1331135.
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ヵ
叩
穴
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十
～
四
ー
一
十
バ
六
、
ニ
―
ニ
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―
―
―
―
五
頁
）
。
③
前
掲
C
h
a
n
g
i
n
g
C
o
n
c
e
p
t
s
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B
u
s
i
n
e
s
s
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n
c
o
m
e
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1952, 
pp. 117•133. 
~
l
i
l
i
a
、
一
九
0
、
ニ
―
一
頁
。
④
前
掲
T
h
e
J
o
u
r
n
a
l
 of A
c
c
o
u
n
t
a
n
c
y
,
 
(
以
下
J.
0. A
.
と
略
小
す
る
）
Vol.
90, 
pp. 
5041505. 
ibid., 
p. 
492. 
六
八
493 
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
役
等
は
、
こ
の
理
論
を
約
言
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
（
酒
井
）
六
九
ま
た
盗
産
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
種
類
の
も
の
と
取
替
え
ら
れ
る
か
ど
う
来
す
る
評
価
の
困
難
に
当
惑
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
方
で
は
「
物
価
騰
貴
の
時
期
に
、
財
貨
や
設
備
を
所
有
し
て
そ
れ
を
抵
当
成
は
錯
覚
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
理
論
は
、
秘
的
な
概
念
で
あ
る
経
済
学
的
利
益
と
か
継
続
企
業
価
値
と
か
い
う
も
の
と
は
、
全
く
関
係
の
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
に
よ
れ
ば
、
価
格
水
進
調
整
弁
護
論
の
―
つ
の
契
機
は
右
の
経
済
学
的
利
益
概
念
の
探
究
で
あ
る
が
、
不
幸
な
こ
と
に
こ
の
概
念
は
、
い
ま
だ
か
っ
て
全
面
的
に
そ
の
内
容
が
朋
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
理
論
は
、
「
利
益
は
会
計
年
度
中
の
経
済
的
地
位
の
変
化
を
は
1
表
わ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
主
張
以
上
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
「
利
益
は
収
益
に
、
相
対
的
に
限
定
さ
れ
た
仕
組
み
の
記
録
上
の
費
用
を
、
消
失
さ
れ
た
原
価
の
現
在
価
値
あ
る
い
は
最
近
の
価
値
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
5
 
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
」
と
い
う
領
解
以
上
の
も
の
で
も
な
い
と
い
う
。
し
か
も
彼
等
に
よ
れ
ば
、
こ
の
理
論
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
つ
の
大
き
な
難
点
の
ゆ
え
に
、
い
か
に
そ
れ
が
魅
力
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
完
に
資
金
の
借
入
れ
を
行
っ
た
途
社
が
、
そ
の
経
済
的
地
位
の
改
善
を
経
験
6
 
し
た
」
明
白
な
事
実
を
無
視
ぃ
、
他
方
で
は
「
理
在
価
値
あ
る
い
は
最
近
n
 
の
価
御
」
と
い
う
全
く
漠
然
と
し
た
計
測
し
難
い
費
用
賦
課
の
基
準
に
由
と
の
関
連
に
お
け
る
貨
幣
の
追
跡
を
始
め
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
る
か
も
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
可
能
か
ど
う
か
も
、
何
等
完
全
明
瞭
に
知
る
こ
と
な
し
に
、
そ
れ
を
始
め
た
の
様
、
多
く
の
実
際
原
価
こ
う
で
あ
る
。
(actual 
cost) 
を
無
視
し
、
一
般
的
な
認
識
か
ら
は
無
縁
な
も
の
で
意
味
の
広
い
報
告
利
益
を
削
減
し
て
、
経
営
者
の
管
理
能
力
の
巧
拙
と
い
う
要
素
を
損
益
計
算
か
ら
し
め
だ
し
て
い
る
の
で
⑧
 
あ
る
」
と
。
取
替
炎
金
理
論
に
よ
れ
ば
、
企
業
で
梢
失
さ
れ
た
す
べ
て
の
財
産
は
取
替
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
無
限
の
期
間
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ら
の
取
替
え
は
他
の
営
業
諸
費
用
と
少
し
も
か
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
理
論
は
、
は
企
業
が
ド
ル
よ
り
も
む
し
ろ
現
有
設
備
簸
に
お
い
て
無
限
に
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
―
つ
の
仮
定
か
ら
由
来
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
理
論
は
、
第
一
に
資
産
が
ど
ん
な
価
格
水
準
で
取
替
え
ら
れ
る
か
、
一
部
は
財
務
上
の
要
請
と
損
益
計
算
と
の
混
同
か
ら
、
一
部
つ
ぎ
に
、
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
の
取
替
盗
金
理
論
の
批
判
は
、
で
あ
る
。
こ
の
試
み
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
取
替
査
金
理
論
に
お
け
る
と
同
「
わ
れ
わ
れ
は
、
貨
幣
と
の
関
連
に
お
け
る
物
の
追
跡
を
止
め
て
、
物
494 
方
が
経
験
上
総
計
し
て
、
変
動
的
な
取
替
原
価
に
基
づ
く
減
価
償
却
以
上
落
と
い
う
経
済
変
動
を
つ
う
じ
て
、
歴
史
的
原
価
に
基
づ
く
減
価
償
却
の
な
ら
そ
れ
は
歴
史
的
減
価
の
償
却
を
上
ま
わ
る
準
備
を
す
る
だ
ろ
う
が
、
る
だ
ろ
う
し
、
古
い
蒸
気
汽
罐
は
ガ
ス
燃
焼
炉
と
取
替
え
ら
れ
て
基
本
的
に
新
し
い
操
作
方
法
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
古
い
生
産
過
程
が
新
し
い
そ
れ
の
た
め
に
廃
棄
さ
れ
、
閑
子
の
生
産
物
は
附
加
さ
れ
る
が
若
子
の
生
，
 
．
 
産
物
は
中
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。
ま
た
、
彼
等
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
欠
陥
に
も
拘
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
仮
に
こ
の
理
論
を
採
用
す
る
と
す
れ
ば
、
取
替
原
価
に
基
づ
く
減
価
償
却
が
年
々
の
歴
史
的
原
価
の
償
却
を
す
ら
準
備
し
て
く
れ
る
も
の
か
ど
う
か
は
決
し
て
確
か
で
な
く
、
価
格
が
常
に
騰
貴
し
て
決
し
て
下
落
し
な
い
景
気
後
退
が
始
ま
る
と
そ
う
は
ゆ
か
ず
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
価
格
の
騰
的
で
能
率
的
な
全
く
性
質
の
違
っ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
と
取
替
え
ら
れ
UO) 19) (8) 
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
か
、
誰
も
予
測
し
え
な
い
と
い
う
欠
陥
を
も
ち
、
第
二
に
す
べ
て
の
企
業
が
無
限
の
生
命
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
に
反
し
、
倒
産
す
る
こ
と
の
な
い
企
業
に
つ
い
て
す
ら
、
取
替
を
予
測
し
て
の
費
用
の
計
上
と
い
う
こ
の
仮
定
は
ど
こ
か
革
命
的
な
も
の
で
、
事
実
耐
用
命
数
の
長
い
設
備
褒
産
は
一
般
に
決
し
て
同
種
の
も
の
と
取
替
え
ら
れ
な
い
と
い
う
難
点
を
も
っ
て
い
る
。
「
古
い
蒸
気
機
関
車
は
恐
ら
く
も
っ
と
高
価
だ
が
経
済
①
ibid., 
p
p
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③
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⑥
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R
.
C
・
ダ
イ
ソ
教
授
も
、
R
.
C
・
ジ
ョ
ー
ソ
ズ
教
授
の
分
析
の
批
判
に
関
連
し
て
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
、
R.C.
D
e
i
n
,
 P
r
i
c
e
|
L
e
v
e
l
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d
j
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t
m
e
n
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木
村
和
三
郎
教
授
も
、
か
つ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
、
実
践
に
お
け
る
減
価
償
却
が
「
原
価
主
義
減
価
償
却
を
基
抵
と
し
て
好
景
気
に
お
け
る
『
超
過
償
却
』
と
不
況
期
に
お
け
る
『
償
却
の
中
絶
』
を
以
て
こ
れ
を
修
正
し
て
い
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
範
疇
的
に
対
立
す
る
原
価
主
義
減
価
供
却
と
時
価
主
義
減
価
償
却
と
は
動
態
の
過
程
（
新
旧
償
却
資
産
の
並
存
ー
引
用
者
）
に
お
い
て
統
一
せ
ら
れ
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
「
『
学
校
教
師
風
』
の
論
理
の
一
貫
性
を
の
み
尚
ぶ
徹
底
的
な
る
時
価
主
義
は
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
把
握
の
方
法
を
誤
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（
木
村
和
三
郎
「
原
価
主
義
会
計
ー
価
格
変
動
過
程
に
お
け
る
原
価
計
算
主
義
の
計
算
的
役
割
の
構
想
」
、
日
本
会
計
研
究
学
会
編
「
経
済
統
制
下
の
会
計
問
題
」
、
昭
和
一
五
年
五
月
、
森
山
書
店
刊
、
所
収
）
。
な
お
、
A
.
E
・
ラ
ソ
ド
ヴ
ァ
ル
、
C
.
w
．
ス
ミ
ス
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
会
計
実
践
上
の
経
験
か
ら
、
こ
の
取
替
資
金
理
論
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
前
掲
、
C
h
a
n
g
i
n
g
C
o
n
c
e
p
t
s
 
o
f
 B
u
s
i
n
e
s
s
 Income•1952`pp. 
123•125, 
~
f
i訳、
一
十
～
八
、
ニ
爪ー． 
の
も
の
を
準
備
す
る
と
、
い
う
の
で
あ
る
。
（
酒
井
）
七
0
495 
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
進
調
整
会
計
批
判
」
（
酒
井
）
0
0ーニ
0
一頁）。
価
格
水
準
調
整
弁
護
論
の
な
か
で
近
年
最
も
支
配
的
な
購
買
力
単
位
理
論
の
内
容
は
、
要
約
し
て
、
「
諸
勘
定
の
最
も
大
き
な
意
味
は
、
収
益
と
こ
れ
に
対
応
す
る
費
用
が
単
一
の
購
買
力
単
位
と
の
関
係
で
表
示
さ
れ
る
な
ら
、
え
ら
れ
刷
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
論
の
提
案
者
は
、
後
入
先
出
棚
卸
計
算
と
減
価
償
却
費
へ
の
物
価
指
数
の
適
用
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
財
務
表
の
完
成
を
企
図
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
し
た
が
な
く
、
最
初
に
消
費
さ
れ
た
金
額
以
上
に
重
要
な
ド
ル
金
額
で
表
現
さ
れ
た
原
価
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
等
に
よ
れ
ば
、
こ
の
理
論
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
限
界
と
欠
陥
と
が
あ
る
と
い
う
。
第
一
に
、
こ
の
理
論
は
、
さ
き
の
経
済
学
的
利
益
理
論
や
取
替
資
金
理
論
と
は
違
っ
て
経
営
上
の
経
済
性
と
い
う
要
素
ま
で
を
損
益
計
算
か
ら
し
め
だ
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
が
、
設
備
資
産
に
つ
い
て
ほ
物
価
指
数
の
適
用
に
よ
っ
て
経
営
者
の
聡
明
さ
や
勇
気
と
い
っ
た
要
素
を
そ
こ
か
ら
し
っ
て
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
費
用
は
原
価
か
ら
の
離
脱
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。 ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
の
購
買
力
単
位
理
論
の
批
判
は
、
こ
う
で
め
だ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
七
第
二
に
、
こ
の
理
論
は
、
定
義
し
が
た
い
も
の
に
依
存
し
て
い
る
。
「
ド
ル
の
購
買
力
」
は
通
常
一
般
物
価
指
数
で
表
わ
さ
れ
る
が
、
こ
の
一
般
物
価
指
数
と
い
う
の
は
そ
の
散
布
度
や
誤
差
度
あ
る
い
は
偏
差
度
と
の
関
係
で
だ
け
意
味
を
も
っ
て
い
る
統
計
的
な
平
均
で
あ
り
、
か
か
る
統
計
的
な
平
均
を
会
計
計
算
に
導
入
す
る
こ
と
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
例
え
ば
「
財
貨
一
般
の
価
格
は
騰
貴
し
て
い
る
が
資
本
財
の
価
格
は
下
落
し
て
い
る
と
き
、
減
価
償
却
費
に
財
②
 
貨
指
数
を
適
用
す
る
の
は
、
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ク
ー
パ
ー
教
授
の
前
掲
論
稿
が
さ
ら
に
詳
述
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
第
一
二
に
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
理
論
に
お
け
る
収
益
と
同
一
購
買
力
の
関
係
で
の
費
用
を
問
題
と
す
る
と
き
、
言
葉
の
も
つ
困
難
さ
に
ぶ
つ
か
る
。
文
字
通
り
に
売
上
と
同
一
価
格
水
準
と
い
う
の
は
、
費
用
が
売
上
と
等
し
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
全
収
益
が
永
久
に
損
益
分
岐
点
に
あ
る
と
い
第
四
に
、
こ
の
理
論
は
そ
の
手
続
上
、
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
の
後
入
先
出
棚
卸
計
算
の
適
用
、
設
備
資
産
の
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
の
期
首
・
期
末
に
お
け
る
物
価
指
数
の
適
用
と
い
う
内
容
を
も
っ
て
い
る
が
、
前
者
に
（註）
「
ド
ル
の
購
買
力
」
と
い
う
論
議
し
易
い
が
“96 
自
身
利
益
決
定
の
問
題
で
は
な
い
が
、
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
と
は
に
反
映
す
る
が
ゆ
え
に
、
本
来
収
益
力
の
表
示
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
水
準
調
整
の
す
べ
て
の
欠
陥
と
不
合
理
な
結
果
と
が
、
そ
の
広
汎
な
適
用
固
に
よ
っ
て
倍
加
さ
れ
る
」
だ
け
で
あ
る
。
貸
借
対
照
表
の
表
示
は
、
そ
れ
い
う
偶
然
的
・
非
反
覆
的
な
要
素
（
例
え
ば
、
幸
運
な
購
入
等
）
を
利
益
準
調
整
の
貸
借
対
照
表
へ
の
導
入
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
「
価
格
る
困
難
か
ら
の
脱
出
方
法
と
し
て
後
入
先
出
棚
卸
計
算
の
廃
止
と
価
格
水
第
五
に
、
こ
の
理
論
は
、
利
益
と
資
本
の
関
係
を
歪
め
る
だ
ろ
う
と
い
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
つ
い
て
は
「
そ
れ
を
認
識
す
る
時
と
そ
れ
を
受
払
い
す
る
時
と
の
間
に
お
③
 
け
る
物
価
泳
準
の
変
動
」
を
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
そ
の
年
度
中
の
物
価
は
1
水
準
の
変
動
」
を
、
無
視
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
仮
に
年
度
中
に
お
け
る
頻
繁
な
調
整
の
試
み
が
な
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
異
質
的
な
ド
ル
の
複
合
体
を
年
度
損
益
計
算
書
に
表
示
す
る
と
い
う
当
初
の
目
的
に
反
す
る
結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
費
用
を
収
益
と
同
時
的
な
物
価
水
準
で
表
示
し
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
試
み
も
、
す
ぺ
て
高
度
の
矛
盾
と
不
正
確
さ
と
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る。う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
理
論
の
適
用
な
か
ん
づ
く
後
入
先
出
棚
卸
計
算
の
採
用
は
、
貸
借
対
照
表
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぽ
し
、
財
務
状
態
の
由
々
し
い
過
小
表
示
に
由
来
す
る
巨
額
の
無
意
味
な
積
立
金
と
資
本
総
額
と
の
関
連
に
お
け
る
外
見
上
の
利
益
を
歪
め
る
の
で
あ
り
、
か
か
そ
の
作
成
上
と
り
わ
け
そ
の
解
釈
上
、
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
貸
借
対
照
表
の
有
用
性
が
損
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
慨
歎
す
ぺ
き
こ
と
だ
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
損
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
六
に
、
こ
の
理
論
は
、
現
行
法
規
の
下
で
は
訴
訟
関
係
者
の
権
利
、
配
当
資
金
の
法
律
上
の
効
果
、
所
得
税
の
決
定
に
つ
い
て
、
諸
勘
定
の
意
味
を
最
小
限
度
の
も
の
と
す
る
し
、
予
測
し
う
る
将
来
に
お
い
て
か
か
る
現
行
法
規
の
改
正
は
期
待
さ
れ
そ
う
も
な
い
。
第
七
に
、
こ
の
理
論
は
、
費
用
が
過
去
に
実
際
消
費
さ
れ
た
ド
ル
の
現
在
の
購
買
力
に
換
算
さ
れ
た
金
額
で
示
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
損
益
計
算
書
は
―
つ
の
所
得
産
出
可
能
性
（
収
益
力
）
を
示
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
主
張
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
か
か
る
主
張
は
今
日
の
技
術
革
新
を
無
視
し
た
誤
解
に
他
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
原
価
に
影
響
を
与
え
る
諸
要
因
（
生
産
量
、
率
、
そ
の
他
）
、
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。 収
益
に
影
響
を
与
え
る
諸
要
因
（
市
場
、
取
引
上
の
地
（
酒
井
）
運
転
計
画
、
選
択
さ
れ
た
方
法
、
位
、
経
営
能
力
、
そ
の
他
）
を
無
視
し
て
「
原
価
と
収
益
の
現
在
の
関
係
⑥
 
が
将
来
に
お
い
て
も
継
続
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
―
つ
の
誤
っ
た
仮
定
に
こ
の
理
論
は
、
さ
ら
に
、
経
営
上
の
経
済
性
と
七
労
働
能
497 
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
0
酒
井
）
う
も
の
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
理
論
を
す
ぺ
て
な
い
。
こ
れ
が
採
用
に
際
し
て
の
解
釈
上
の
相
違
は
現
行
の
会
計
計
算
に
み
ら
れ
る
多
様
な
矛
盾
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
そ
れ
を
無
意
味
な
も
の
と
す
の
企
業
と
一
般
大
衆
と
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
な
ら
ぬ
困
難
を
と
も
が
任
意
的
な
も
の
と
し
て
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
法
律
上
の
強
制
と
い
第
九
に
、
こ
の
理
論
は
、
現
行
経
済
制
度
の
下
で
は
そ
の
社
会
的
利
用
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
収
益
力
は
将
来
に
つ
い
て
の
み
重
要
な
の
だ
か
ら
、
収
益
力
を
反
映
す
る
損
益
計
算
書
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
、
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
よ
り
も
見
積
り
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
見
積
り
上
の
報
告
書
と
損
益
計
算
書
と
は
同
義
語
で
は
な
く
、
7
 
こ
の
混
同
は
危
険
で
あ
ぷ
」
。
第
八
に
、
こ
の
理
論
は
、
管
理
手
段
と
し
て
の
会
計
計
算
の
領
域
か
ら
み
て
、
全
く
効
果
の
な
い
ば
か
り
か
恐
ら
く
粉
糾
を
も
た
ら
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
管
理
上
の
計
算
は
素
材
、
仕
掛
品
、
完
成
部
品
、
至
完
成
品
の
棚
卸
原
価
に
年
度
中
を
通
じ
て
の
頻
繁
な
価
格
水
準
調
整
を
要
求
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
、
一
方
で
は
経
費
の
か
さ
む
複
難
な
手
数
を
要
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
「
そ
の
年
度
の
総
原
価
の
異
質
的
な
処
理
と
い
う
結
引
5梨
」
を
と
も
な
い
、
大
概
の
経
営
を
非
常
な
混
乱
状
態
に
お
く
も
の
で
あ
る。
七
山
前
掲
、
J
.
O. 
A., 
Vol.
き
,
p. 
496. 
②
ibid., 
p
,
 4
9
7
.
 
③
、
④
ibid.,
p
.
 4
9
8
.
 
固
‘
⑧
i
b
i
d
•
•
p
.
5
0
2
.
 
悧、
m
i
b
i
d. 
p
.
 5
0
0
.
 
き
た
ご
と
く
、
一
切
の
価
格
水
準
調
整
を
排
除
す
る
根
本
的
な
理
由
と
い
う
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
等
に
よ
れ
ば
、
財
務
諸
表
の
今
日
に
お
け
る
矛
盾
と
混
乱
と
は
何
時
果
て
る
と
も
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
が
再
調
整
(readjustment)
の
苦
痛
に
耐
え
る
覚
悟
を
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
決
9
,
 ー
~
~
~
 
し
て
前
進
し
え
な
い
」
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
彼
等
自
身
「
妖
怪
を
甦
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
一
1-0年
、
百
年
あ
る
い
れ
が
今
日
い
る
場
処
か
ら
ど
こ
か
他
の
場
処
へ
行
く
こ
と
を
問
題
と
し
て
②
 
い
る
」
の
で
あ
る
が
、
た
だ
彼
等
は
「
す
べ
て
の
破
壊
的
な
変
化
は
、
そ
れ
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
て
さ
え
、
そ
の
調
整
を
完
了
す
る
た
め
の
か
は
千
年
前
の
伝
統
的
精
神
を
招
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
も
な
く
、
わ
れ
わ
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
に
よ
れ
ば
、
彼
等
が
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
る。
498 
客
観
的
な
証
拠
の
要
素
が
大
き
く
な
り
、
利
益
決
定
に
入
り
込
む
主
観
酌7
 
判
断
の
要
素
が
少
く
な
れ
ば
な
る
程
、
そ
れ
は
益
々
よ
い
こ
と
で
あ
る
可
主
観
的
判
断
は
そ
の
性
質
上
、
必
要
悪
だ
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
導
か
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
を
、
も
う
一
人
の
人
は
不
当
か
つ
不
合
理
な
平
等
化
と
よ
ぶ
か
も
知
れ
な
あ
る
人
が
賢
明
な
安
定
と
よ
ぶ
も
の
利
害
関
係
者
に
よ
る
美
徳
へ
の
転
型
に
よ
っ
て
、
不
正
な
大
い
さ
に
ま
で
っ
て
い
る
。
彼
等
は
ま
た
、
客
観
性
は
極
め
て
望
ま
し
く
、
不
可
避
的
な
彼
等
が
一
部
主
観
的
な
或
る
判
断
を
用
い
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
知
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
い
か
な
る
原
則
の
採
用
も
、
最
も
危
険
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
―
つ
の
原
則
ほ
、
こ
れ
が
一
旦
採
用
さ
れ
る
と
、
彼
等
は
い
う
「
財
務
諸
表
と
利
益
決
定
と
に
責
任
を
有
す
る
人
達
は
、
り
恐
怖
や
善
意
か
ら
で
た
す
べ
て
の
結
末
を
緩
和
す
る
よ
う
な
傾
向
を
も
な
り
な
出
費
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
注
意
深
く
接
近
し
、
そ
れ
が
そ
の
出
費
だ
け
の
価
値
を
も
つ
ば
あ
い
に
の
み
著
手
さ
れ
ね
ば
な
③
 
ら
ぬ
」
と
考
え
、
こ
う
し
て
彼
等
は
「
利
益
決
定
の
際
の
価
格
水
準
調
整
④
 
に
は
そ
の
価
値
が
な
い
」
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
等
に
よ
れ
ば
、
財
務
諸
表
の
読
者
（
投
資
家
、
債
権
者
、
労
働
者
、
消
費
者
、
そ
の
他
）
は
今
日
、
山
財
務
諸
表
の
内
容
が
何
で
あ
る
か
の
認
識
と
図
財
務
諸
表
が
こ
の
内
容
を
形
成
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
と
い
う
二
つ
の
問
題
を
も
っ
て
い
る
が
、
も
し
も
こ
れ
ら
の
読
者
が
公
正
確
実
に
財
務
諸
表
の
内
容
を
知
り
う
る
と
し
た
ら
問
題
は
単
純
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
方
向
は
二
つ
の
未
消
化
の
純
益
計
数
の
是
認
に
よ
る
よ
り
も
、
報
告
さ
れ
た
純
益
計
数
の
限
定
さ
れ
侶
た
意
味
を
警
告
す
る
補
助
的
な
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
よ
り
⑥
 
多
く
容
易
に
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
こ
と
が
、
主
張
さ
れ
る
。
…
…
だ
が
し
か
し
、
公
表
さ
れ
た
会
社
利
益
ヘ
の
社
会
的
反
作
用
は
、
こ
の
考
え
方
が
ほ
の
め
か
す
程
決
し
て
盲
目
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
信
ず
る
根
拠
が
あ
る
。
近
年
に
お
け
る
株
式
市
場
の
高
所
得
と
特
別
配
当
と
い
う
運
動
が
、
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
…
…
心
理
的
な
反
作
用
の
推
測
は
、
利
益
決
定
と
は
無
緑
な
問
題
で
，
 
ぁ
別
。
こ
こ
で
の
重
要
な
論
点
は
、
財
務
諸
表
が
楽
天
主
義
を
調
整
し
た
く
し
て
プ
ー
ム
と
不
況
の
背
後
に
あ
る
心
理
的
な
力
を
増
大
す
る
と
い
う
益
の
過
大
表
示
を
、
価
格
下
落
期
に
は
そ
の
過
小
表
示
を
も
た
ら
し
、
か
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
客
観
的
証
拠
は
、
特
権
、
利
害
、
気
ま
ぐ
れ
と
い
う
行
為
の
余
地
を
与
え
⑧
 
ず
、
領
解
し
う
る
一
貫
性
へ
と
導
く
も
の
で
あ
る
」
と
。
そ
の
望
ま
し
い
社
会
的
諸
効
果
と
い
う
広
い
立
場
か
ら
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
価
格
水
準
変
動
の
効
果
は
、
価
格
上
昇
期
に
は
利
（
酒
井
）
彼
等
は
ま
た
い
う
「
利
益
決
定
の
際
の
価
格
水
準
調
整
が
、
時
と
し
て
、
七
四
-499 
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
（
酒
井
）
め
に
適
応
し
う
る
よ
う
な
基
本
的
に
一
貫
し
た
理
解
し
易
い
表
示
を
要
求
い
の
で
あ
る
。
読
者
に
注
意
と
楽
天
主
義
と
を
ま
か
せ
て
、
山
越
え
谷
越
え
て
そ
れ
が
は
っ
き
り
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
結
果
を
追
跡
す
る
方
が
よ
り
Ol 
3U 
よ
い
の
で
あ
る
」
と
。
彼
等
は
ま
た
い
う
「
公
認
会
計
士
は
、
約
一
―
-
0年
ば
か
り
以
前
に
、
悲
し
い
か
な
、
実
際
以
上
の
彼
等
の
能
力
に
対
す
る
名
声
ほ
悲
惨
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
態
の
実
現
後
に
多
く
の
会
計
学
上
の
文
献
が
公
衆
に
か
か
る
限
界
を
知
ら
せ
る
試
み
を
し
た
と
い
う
こ
と
を
、
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
も
し
そ
れ
と
同
じ
限
界
の
中
に
留
ま
る
注
意
を
し
な
い
な
ら
ば
、
同
様
の
災
難
の
門
口
に
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
な
し
う
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
う
ま
く
処
理
す
る
な
ら
、
る
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
限
界
を
越
え
な
い
よ
う
に
試
み
る
な
ら
、
l
 
hu 
多
く
の
仇
を
同
避
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
。
性
的
だ
が
決
し
て
聡
朋
と
は
い
え
な
い
読
者
が
、
彼
等
自
身
の
必
要
の
た
す
る
が
、
価
格
水
準
調
整
は
「
純
益
計
数
に
余
り
に
も
多
く
の
意
味
を
与
り
“
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
務
諸
表
を
し
て
そ
の
よ
う
な
表
示
に
役
立
た
“"i 
え
る
」
し
め
な
い
と
、
い
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
彼
等
に
よ
れ
ば
、
財
務
諸
表
の
異
な
っ
た
諸
使
用
は
、
理
そ
の
中
に
多
く
の
奉
仕
と
名
声
の
余
地
が
あ
山
、
図
、
⑱
、
囚
、
⑧
ibid.,
p. 5
0
3
.
 
固
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
は
、
別
の
個
処
で
こ
の
よ
う
な
イ
ソ
フ
ォ
ー
メ
ー
ツ
ョ
ソ
が
「
全
く
財
務
諸
表
の
枠
外
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
そ
の
伝
統
的
財
務
諸
表
に
対
す
る
二
者
択
一
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
前
掲
C
h
a
n
g
i
n
g
 C
o
n
c
e
p
t
s
 o
f
 B
u
s
i
n
e
s
s
 I
n
c
o
m
e
,
 1
9
5
2
,
 
p. 1
3
4
.
 
邦
訳
、
ニ
―
四
頁
、
参
照
）
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
わ
が
国
の
片
野
一
郎
教
授
の
ご
と
く
、
こ
の
両
者
を
調
和
接
合
的
な
関
係
に
お
い
て
把
握
す
る
見
解
も
あ
る
（
片
野
一
郎
「
安
定
価
値
会
計
へ
の
反
省
」
、
一
橋
論
叢
、
昭
和
一
―
-0年
十
一
月
号
、
参
照
）
。
囮
、
四
ibid.,
p. 5
0
4
.
 
m
G
.
0
•
メ
イ
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
掲
メ
モ
の
な
か
で
反
論
し
て
い
る
「
五
月
十
三
日
の
討
論
で
、
W
.
A
・
デ
ィ
ー
ソ
は
、
多
く
の
主
観
性
が
現
在
会
計
計
算
に
入
ら
な
い
も
の
か
ど
う
か
を
、
尋
ね
た
。
答
は
、
勿
論
入
る
と
い
う
こ
と
だ
。
会
計
上
の
利
益
決
定
は
大
部
分
主
観
的
で
、
必
然
的
に
そ
う
だ
と
い
う
の
は
、
会
計
計
算
に
つ
い
て
の
最
も
重
要
な
真
実
の
―
つ
で
あ
る
」
と
、
ま
た
、
メ
イ
は
反
論
し
て
い
る
「
リ
ボ
ー
ト
（
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
の
本
論
稿
ー
引
用
者
）
は
、
会
計
専
門
家
の
仕
事
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
な
決
定
に
限
定
す
る
こ
と
の
好
ま
し
い
こ
と
を
、
主
張
し
て
い
る
。
経
営
者
も
会
計
専
門
家
も
そ
の
計
算
に
何
等
関
与
す
る
こ
と
の
な
い
物
価
指
数
は
、
恐
ら
く
会
計
計
算
に
使
用
さ
れ
て
い
る
多
く
の
他
の
基
準
よ
り
も
さ
ら
に
良
い
客
観
性
へ
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
」
（
以
上
二
つ
の
引
用
は
、
J
.
0. A., Vol. 9
0
,
 
p. 5
0
5
)
 
と。A
.
C
・
リ
ト
ル
ト
ン
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
会
計
上
の
方
法
は
、
ど
ん
な
意
味
に
お
い
て
も
、
現
在
の
イ
ソ
(9) 
七
五
500 
調
整
会
計
批
判
の
内
容
を
か
な
り
忠
実
に
概
観
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
で
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
両
氏
の
価
格
水
準
OI) 0) 
む
す
び
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
筈
の
も
の
で
な
い
し
、
会
計
上
の
方
法
を
変
更
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
現
在
の
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ン
の
根
底
を
な
し
て
い
る
経
済
的
•
財
政
的
・
心
理
的
条
件
が
改
善
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
」
（
前
掲
、
Significance
of I
n
v
e
s
t
e
d
 Cost)
と。
ibid., 
p. 5
0
1
.
 
ibid., 
pp. 5
0
3
~
5
0
4
.
 
最
後
に
こ
の
考
察
の
過
程
で
生
じ
た
若
子
の
感
想
を
記
し
て
、
む
す
び
に
代
え
よ
う
。
田
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
の
本
論
稿
が
、
わ
が
国
と
は
そ
の
経
済
的
基
盤
を
か
な
り
暴
に
す
る
ア
メ
リ
カ
の
諸
事
俯
を
多
分
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
本
論
稿
が
示
唆
す
る
多
く
の
諸
問
題
と
り
わ
け
購
買
力
単
位
理
論
に
関
す
る
諸
見
解
は
、
こ
の
二
国
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
程
度
や
そ
の
他
の
経
済
的
諸
条
件
に
お
け
る
相
違
を
こ
え
て
、
現
下
の
企
業
の
会
計
計
算
に
関
す
る
―
つ
の
根
本
問
題
を
、
わ
れ
わ
れ
に
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
わ
が
国
の
多
く
の
会
計
専
門
家
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
価
格
水
準
調
整
弁
護
論
に
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
取
引
に
つ
い
て
、
価
格
水
準
の
変
動
を
取
入
れ
た
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
大
多
数
の
企
業
取
引
は
引
続
き
正
規
の
貨
幣
単
位
に
基
づ
い
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
無
益
に
も
用
い
る
こ
と
は
、
有
害
で
は
あ
っ
て
も
有
用
で
は
な
い
。
精
々
、
数
種
の
I
n
c
o
m
e
-
引
用
者
）
が
若
子
の
箇
処
で
示
唆
し
て
い
る
よ
う
な
方
法
で
注
目
し
な
が
ら
、
そ
の
割
に
こ
の
種
反
対
論
を
一
方
的
に
無
視
す
る
傾
向
の
み
ら
れ
る
こ
と
は
奇
妙
で
あ
る
。
②
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
の
価
格
水
泄
調
整
会
計
批
判
の
根
底
に
あ
る
―
つ
の
考
え
方
は
、
彼
等
の
歴
史
的
な
原
価
主
義
へ
の
断
ち
が
た
い
確
信
で
あ
り
、
こ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
、
企
業
の
会
計
計
算
に
お
け
る
正
確
性
や
客
観
性
を
保
証
せ
ん
が
た
め
の
、
こ
の
技
術
あ
る
い
は
こ
の
制
度
に
個
有
の
限
界
の
認
識
に
、
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
企
業
の
会
計
計
算
に
お
け
る
歴
史
的
な
原
価
主
義
に
は
、
G
.
0
•
メ
イ
が
非
灘
す
る
よ
う
u
 
な
「
ご
く
当
り
前
で
気
楽
な
、
し
か
し
不
運
に
も
不
当
な
仮
定
」
と
い
う
に
は
、
余
り
に
も
深
遠
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
C
.
w
．
ス
ミ
ス
は
、
い
み
じ
く
も
い
っ
て
い
る
「
会
計
計
算
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
的
な
弊
害
に
有
効
に
対
処
す
る
に
は
微
力
で
、
は
な
は
だ
不
当
な
用
具
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
用
具
を
本
報
告
書
（
前
掲
、
C
h
a
n
g
i
n
g
C
o
n
c
e
p
t
s
 o
f
 B
u
s
i
n
e
s
s
 
（
酒
井
）
七
六
!501 
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
「
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
」
（
酒
井
）
（
私
は
そ
う
考
え
る
の
で
あ
る
が
）
一
、
1
一
の
兆
候
に
対
処
す
る
に
止
ま
る
よ
う
な
姑
息
な
手
段
を
用
い
る
よ
り
は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ソ
お
よ
び
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
防
止
に
努
力
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
と
こ
ろ
2
 
が
大
き
い
」
と
。
③
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
の
価
格
水
準
調
整
会
計
批
判
の
根
底
に
あ
る
も
う
―
つ
の
考
え
方
は
、
彼
等
の
企
業
の
会
計
計
算
の
社
会
的
性
格
に
関
す
る
卓
越
し
た
認
識
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
ら
に
展
開
さ
れ
る
と
き
、
価
格
水
準
調
整
会
計
の
も
た
ら
す
社
会
経
済
的
な
諸
効
果
の
把
握
へ
と
発
展
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
彼
等
の
認
識
は
認
③
 
識
対
象
か
ら
の
法
律
的
・
経
済
的
・
歴
史
的
側
面
の
捨
象
に
よ
っ
て
、
専
ら
財
務
諸
表
の
作
成
、
解
釈
と
い
う
会
計
個
有
の
領
域
に
限
定
さ
れ
、
す
二
元
的
な
理
解
の
必
要
性
に
論
及
し
、
財
務
諸
表
の
巨
大
企
業
に
お
け
る
そ
れ
と
中
小
企
業
に
お
け
る
そ
れ
と
の
性
格
の
相
違
と
前
者
の
優
越
性
を
④
 
強
調
し
て
こ
れ
に
対
抗
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
こ
そ
が
の
ち
に
価
格
水
準
調
墜
会
計
の
社
会
経
済
的
諸
効
果
に
著
目
し
た
人
達
に
よ
っ
て
厳
し
く
非
難
さ
れ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
か
G
.
0
•
メ
イ
は
、
は
し
な
く
も
そ
の
反
論
の
な
か
で
、
財
務
諸
表
問
題
の
七
七
社
会
各
層
に
よ
る
種
々
の
助
言
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
解
決
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
独
り
会
可
能
な
一
元
的
な
財
務
諸
表
が
当
面
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
べ
て
の
利
害
関
係
者
の
多
面
的
な
目
的
に
合
致
し
す
べ
て
の
企
業
に
適
用
か
る
論
者
の
一
人
S
・
バ
ー
キ
ソ
は
、
い
っ
て
い
る
「
本
報
告
書
（
前
掲
C
h
a
n
g
i
n
g
 C
o
n
c
e
p
t
s
 o
f
 B
u
s
i
n
e
s
s
 I
n
c
o
m
e
-
i
i
i
;
用
者
）
を
み
る
と
、
そ
の
提
案
は
、
大
企
莱
が
利
益
お
よ
び
減
価
償
却
基
金
か
ら
自
己
金
融
を
行
う
現
在
の
傾
向
を
助
長
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
と
の
根
本
的
な
疑
念
が
日
呵
ま
っ
て
く
る
。
こ
の
慣
行
は
企
業
規
模
の
一
層
の
拡
大
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
巨
大
企
業
の
脅
威
を
増
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
法
律
が
か
か
る
傾
向
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
か
か
る
傾
向
を
助
長
す
る
会
計
原
則
に
我
々
は
加
担
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
固か
」
と
。
④
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ア
の
の
べ
る
ご
と
く
、
現
在
ま
で
の
価
格
水
準
調
整
会
計
に
は
幾
多
の
欠
陥
と
誤
謬
と
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
勿
論
、
彼
等
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
現
下
の
企
業
の
会
計
計
算
に
み
ら
れ
る
諸
困
難
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
状
打
開
の
方
法
は
よ
り
慎
計
専
門
家
に
限
ら
ず
、
多
く
の
経
済
専
門
家
な
か
で
も
経
済
政
策
専
門
家
、
財
政
・
金
融
専
門
家
、
統
計
専
門
家
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
の
方
向
は
、
素
朴
な
表
現
で
な
あ
る
が
、
国
民
経
済
の
平
和
で
豊
か
な
発
展
と
い
う
こ
と
で
な
い
か
と
思
う
。
す
べ
て
の
科
学
技
術
は
、
こ
の
一
点
502 
を
忘
却
す
る
と
き
、
サ
ク
ソ
の
手
に
帰
し
よ
う
。
現
下
の
企
業
の
会
計
計
算
に
み
ら
れ
る
諸
困
難
の
根
元
が
、
か
か
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
究
明
が
、
先
決
で
あ
る
。
価
格
水
進
調
整
と
い
う
今
日
の
会
計
学
に
お
け
る
―
つ
の
「
偶
像
崇
拝
」
は
、
こ
の
と
き
、
そ
の
正
態
を
暴
露
す
る
も
の
と
思
う
。
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、
④
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、
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ウ
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グ
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ア
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整
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（
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七
八
